
長崎県子供の歯を守る会40周年
＆

長崎フロリデーション協会15周年記念講演会

＜基調講演＞

健康格差のない社会を目指して
― Look at upstream! （上流に目を向けよう） ―

平成
28年 11月27日（日）12：00～17：30

場所：長崎原爆資料館ホール

主催：長崎フロリデーション協会１５周年記念講演会実行委員会

ハーバード白熱教室 in 長崎

Prof. イチロー・カワチ

ハーバード大学公衆衛生大学院
社会行動科学学部 学部長・
教授。1961年東京生まれ。
12歳で父親の仕事により
ニュージーランドに移住。
オタゴ大学医学部卒業後、
同大学で 博士号を取得。
内科医として同国で診療に従事。

1992年にハーバード大学公衆衛生大学院に着
任.。2008年に 現在の役職に就任、現在に至る。
米国科学アカデミー（ＮＡＳ）に属するアメリ
カ医学研究所（ＩＯＭ）のメンバーに選ばれる。

近年、健康と社会環境との関連性が指摘され、
健康の不平等がクローズアップされています。
これからの健康づくりは、社会全体に健康を支
援する仕組みを構築し、一人一人が正しい健康
行動を選択しやすい環境を作ることであり、健
康にかかわるすべての人々や様々な領域が協
調・連携し、これまでの発想をかえ、取り組む
必要があると思われます。

新たな健康づくりの概念であるSocial Capital
（社会的絆、思いやり）の世界的な権威者であ
るイチロー・カワチ先生をお迎えし、大きく変
わりつつある健康づくりについて皆様と共に考
えたいと思います。

また、歯科領域の二大疾患の一つであるむし歯
の健康格差を具体的に解消する手段としてのフ
ロリデーション（水道水のフッ素適正コント
ロールによるむし歯予防法）がなぜ必要である
かについても皆様と議論してみたいと思います。

地域全体が健康でなければ住民も健康ではあり
ません。これからの健康づくりはみんなの健康
をみんなで守る社会づくりでもあります。

Health for All !

＜シンポジウム＞

なぜフロリデーションが必要か
－フロリデーションの意義を考える－

相田潤 （東北大学大学院歯学研究科
国際歯科保健学分野・准教授）

川崎浩二（長崎大学病院地域医療連携センター
・センター長）

田口円裕（厚生労働省 医政局歯科保健課
歯科保健課長）

第２報



参加申込書 Ｆａｘ：095-862-3725

日時・会場： 2016年11月27日（日）
講演会 12：00～17：30

長崎原爆資料館ホール

懇親会18：00～（¥5,000）
内外倶楽部（出島和蘭商館跡）

参加費： 歯科医師・医師 ￥2,000

一般 ￥1,000

長崎フロリデーション協会会員は無料

定員： 300名 （定員になり次第締め切ります）

参加申し込み

必要事項をご記入の上、Ｆａｘにてお申込み後、下記口座に参加費をお振込みください

代表者氏名 （所属・勤務先： ）
住所 .

電話番号 （ ） - .

Ｆａｘ番号 （ ） - .

メールアドレス（ ）

参加人数 歯科医師・医師（￥2,000） 名
一般 （￥1,000） 名

長崎フロリデーション協会会員（無料） 名 託児希望 名
（懇親会への参加 名） ＊懇親会費（¥5,000）は当日集金します

振込人名義 .

＜参加費振込先＞

銀行振込：十八銀行大学病院前支店（普）１０００２５６ 長崎フロリデーション協会

郵貯振込： 【郵貯通帳の場合】 記号：17620番号：23617621名前：長崎フロリデーション協会
【他金融機関の場合】店名：七六八店番：７６８ 普通預金口座番号：2361762 

＊チケットは当日、受付にてお渡しします

＊駐車場（71台）あり

＊託児の必要な方は
事前にお申込みください。


